
本校の教育目標「ひつと」 
ひ らく   ～自ら学びを切り拓く～ 
つ ながる ～知恵と力を合わせる～ 
と とのえる～自立の力を高める～  
                   ２０２０年３月制定 

 

 

  校長 青山 天生 

１２月２４日（土）から２５日間の冬季休業に入ります。保護者の皆様をはじめ、地域並びに関

係機関の皆様には、今年１年の本校へのご支援に対しまして心から感謝いたします。 

本号では、終業式において私が子どもたちに伝える概要を紹介します。 
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 とても暑い日が続いた８月から、学習発表会に燃えた秋を駆け抜けて、今では外一面が銀世界、

そして令和４年も残すところ、あと９日になりました。 

 ２学期の始業式に、みなさんへの期待として「なりたい自分を明らかにしましょう」と伝えまし

た。目標をしっかり立て、達成へ向けて努力することが人として成長できるからです。みなさん、

ぜひ振り返ってみてください。家族や先生方、仲間、そして地域のみなさんの支えを受けながら、

充実した毎日を過ごすことができたでしょうか。 

そこで、今日はみなさんに伝えておきたいお話があります。 

 ２学期前半の１０月７日（金）、全校朝会で後期児童会役員のみなさんによる決意表明を校長室

から配信しました。私は、いつもの席に座り、メモを取りながら、役員のみなさんの話を聞いてい

ました。共通して、「楽しい学校にしたい」という思いが伝わってきて、とてもうれしかったで

す。そして、そのために「忘れ物がなくなるように点検活動をしたい」「ゴミ拾いをしてきれいな

学校にしたい」「全校児童の顔と名前を覚えて仲良くしたい」という具体的な発表がありました。 

 その中で、５年生の廣田達史郎さんが次のような発表をしました。 

  「みんなが挨拶をしっかりできるような学校にしたい」 
 その後、廣田さんは、朝、校門で会った時には、それまで以上に率先して大き

な声であいさつをしています。まわりの人のあいさつの輪も少しずつ広がったと

実感しています。 

 このような廣田さんの行動から思い浮かんだ言葉があります。それは「有言実

行」です。〔言ったことは必ず実行すること、宣言したからには強い意志で成し

遂げる〕という意味があります。似たような言葉があります。それは「不言実行」です。こちらは

〔あれこれ言わず、黙ってなすべきことを実行する〕という意味です。 

 「有言実行」と「不言実行」、どちらもカッコいいですし、共通しているのは、「実行」すると

いうこと。実際に行動することです。 

 さて、明日からの冬休みは楽しいイベントが続きますが、ぜひ、目標を決めたら「実行」してほ

しいというのが私の期待です。 

ここで、私自身にも３学期が始まるまでの目標が３つあるので発表します。①本を５冊読みます

（これから買います）②みなさんのようにパソコンの勉強をします（新しいアプリに挑戦します）

③腹筋・背筋・腕立て伏せを毎日300回続けます（腰が痛いので鍛え直します）これら3つの目標

を有言実行でがんばります。それではみなさん、良い年を迎えましょう！ 

 
 
＜絵画部門＞ 
 最優秀賞 小３の部 ３－１ 石橋  絆 
 最優秀賞 小６の部 ６－１ 池田 蓮士 
   優秀賞 小６の部 ６－１ 樋口 果帆 
   佳 作 小２の部 ２－１ 坂本 幸弥 
   佳 作 小３の部 ３－2 田村 海莉 
   佳 作 小４の部 ４－１ 三宅 快斗  
   佳 作 小４の部 ４－１ 大﨑  紬 
   佳 作 小５の部 ５－１ 石崎いちか 

＜書道部門＞ 
 最優秀賞 小２の部 ２－１ 佐藤 愛奈 
 最優秀賞 小５の部 ５－１ 佐々木こはく 
   優秀賞  小１の部  １－１ 伊藤 奏汰 
   優秀賞 小２の部 ２－１ 佐藤  翠 
   優秀賞 小３の部 ３－１ 天野 李白 
   優秀賞 小４の部 ４－１ 坂本 夢花 
   優秀賞 小５の部 ５－１ 佐藤  綾 
     佳作 小１の部   １－１ 後藤 駿太 

  
 

  
 佳作 小１の部  １－１ 清水 綾乃 
 佳作 小２の部 ２－１ 田中凌太朗 
 佳作 小２の部 ２－１ 岡田 心恵 
 佳作 小３の部 ３－2 畠中 文汰 
 佳作 小６の部 ６－１ 三好  奏  
 
 みなさん、おめでとうございます！ 
           (読書感想文は裏面） 



１月の予定     

  １日（日）元旦 

  ９日（月）成人の日 

 １５日（日）ｱｳﾄﾒﾃﾞｨｱ親子ﾁｬﾚﾝｼﾞﾃﾞｰ 

 １８日（水）３学期始業式 

 １９日（木）研修日 

 ２０日（金）２計測（～２７日） 

       ２年生スキー授業 

 ２３日（月）５年生スキー授業 

 ２４日（火）３年生スキー授業 

 ２５日（水）２年生スキー授業 

 ２７日（金）委員会 ALT授業 

 ３１日（火）１年生スキー授業 

       枝幸中１日体験入学(午後)        

  ※ 下線の日にちは，会議日課です。 

                   ～５年生国語で、話合い活動を活か 

                    した授業の研修を深めました～ 

 １１月３０日（水）宗谷教育局の的場指導主事をお招きし、

校内授業研修を実施しました。5年生の国語「雪わたり」を題

材に、物語の山場や魅力を相手に紹介する授業でした。5年生

は自分が興味を持った表現をiPadでまとめ、班で意見交流しま

した。先生方による研究協議では“自分の意見をもって文章化

すること、交流を通して仲間から学ぶこと、既習事項と今回学

んだことを結びつけること”などの良い点が交流されました。 

 枝小では、研究テーマ『対話を通して、仲間と共に学び合う

児童の育成』を目指し、話合い活動を活かした授業、ICTを活

用した授業を進めています。日常の小さな活動を積み重ねなが

ら、共に学び合う枝小の子ども達を育成していきます。 

                     

～兵庫県と北海道の１年生が、自分の住む街  

 の違いを、画面を通じて学びました。～ 
 １2月19日(月)、本校の石田教諭のつな

がりで、１年生が兵庫県加西市立
か さ い し り つ

西在田
にしありた

小
の1年生とｵﾝﾗｲﾝ授業を実施しました。無事
に接続が完了すると、枝小とは違う風景に
不安そうな表情でしたが、先生の呼びかけ
で笑顔になり、お互いに元気よく挨拶でき
ました。枝幸の特産物の毛ガニの絵を見せ
たり、実際にスキーウェアを着てスキー授
業があることを紹介するなど、画面いっぱ
いに楽しく交流しました。 

◆校内授業研修 

◆兵庫県とのｵﾝﾗｲﾝ授業 

                      ～丁寧に作った作品を販売 

                        2日間で完売しました！～ 
 １２月７・８日（水・木）、図工室で「杉の子作品展」が行われまし

た。“絵を描く、形を作る、のり付けする、色付けや飾り付けする”

などの作品作りは、制作における手先の器用さや集中力を養うこ

とにつながります。また、販売を通して、計算や接客の練習にもつ

ながっています。 

 当日、飾り付けしたお店にはたくさんの商品が並び、お客さんが

多数訪れ、作品の出来映えをほめていただきました。用意した作

品は完売し、達成感も味わいました。来年度も作品展が開催でき

ることを願っています。 

◆すぎのこ作品展 

本を読んで応募しよう！２０２２ 
＜読書感想文＞ 
 最優秀賞 低学年の部 ４－１ 大﨑  紬 
 最優秀賞 高学年の部 ６－１ 田端 凌成 
 
             おめでとうございます！ 

◆枝幸小学校ホームページ  
http://esashi-elementary-school.edumap.jp 

ブログによる日常の様子や，新型コロナウイ 

ルス感染症に関する通知を載せています。 

どうぞご覧ください。 


